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研究成果の概要（和文）： 本研究では、20世紀前半にペルシア湾各地でイギリス領事館や現地代理人によって
作成された奴隷解放調書分析のための方法論の確立、またその方法論に従った奴隷制の実態や奴隷の行動パタン
の解明を行った。3000を超える調書をこの間、収集し、それらを民話の構造分析的手法を応用しながら分析する
手法を確立することで、性別や出身地だけでなく、奴隷の婚姻歴や転売の実態も含んだ総合的な分析が可能とな
った。

研究成果の概要（英文）： This study established analytical method applied on manumission 
certificates which were recorded by British consulates and its native agents around the Persian Gulf
 in the early 20th century. Following the above mentioned method, it analyzed the local slavery and 
behavioral pattern of slaves. The principal investigator collected more than 3000 certificates kept 
in various archives in UK and India, and established the method applying structural analysis of folk
 tales. With that method, it enables researchers to make comprehensive analysis including not only  
sex and birth place of slaves but also marriage history and history of reselling. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
奴隷廃止は世界的共通体験であり、こんにちの私たちを取り巻く状況もその延長線上にある。そのなかで、ペル
シア湾の事例は極めて稀有であるといえる。すなわち、世界各地が奴隷廃止に動くなか、この地域は例外的に奴
隷制に対する厳しい廃止政策がとられてこなかった。この地域の奴隷制の実態を奴隷自身に着目して解明するそ
の方法論的基礎を本研究では築いた。これは奴隷研究のみならず、自ら記録を残さなかった人々の「生」へとア
プローチする手法としても応用可能であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年の奴隷制・交易研究(以下、奴隷研究)の大きな特徴として、①対象する時空間の拡大

と②新資料とそれを用いる方法論の確立、③それらに伴う既存の基本概念への再検討があ

る。とりわけ、①で目覚ましいのが、地域的にはインド洋海域であり、時間軸については、

特に法的な奴隷制廃止が実質的な奴隷たちの解放をもたらさなかった事例や、廃止によっ

て解放された奴隷たちの労働力を補うべく新たに導入された制度も研究の視座に取り込ま

れつつある。これらの研究によって、③が推進され、たとえば、自由と奴隷(ないしは拘束

労働 bonded labour)の境界は極めて曖昧であり、単純に自由の対立概念として奴隷を措定

することができないことは既に学界の共通理解となっている。 

報告者は博士論文では 19世紀のインド洋西海域における奴隷交易者の変容を世界史的な

文脈において論じ、その後、19世紀から 20世紀前半にかけて世界の大部分で奴隷制・交易

の廃止が連続的に発したことを「世界的な共通体験」として捉え、この現象に着目した国際

会議を組織し、その成果を論文集にまとめた(Hideaki Suzuki (ed.), Abolitions as a Global 

Experience, Singapore: NUS Press, 2016)。これらの研究に通底する報告者の関心とは、

地域史と世界史との接点がどこにあるのか、また、個人的な経験に代表されるミクロな事象

とマクロな現象(例えば、奴隷制廃止)との接点でいかなる相互作用が見られるのかといった

ところにある。こうした関心と前段落で述べた奴隷制・交易研究の現状への理解とが融合す

ることで本研究の着想の基礎になっている。 
 

２．研究の目的 

1で挙げた①が③へと発展していくために重要なのは、②である。たとえば、Martin Klein 

et al. (eds.), African Voices on Slavery and Slave Trade, Cambridge, 2013はこの方面に

関する最新の論文集で、新たな文字・非文字資料とそれにかかわる方法論が議論されている。

本研究は、このような現状に鑑みて、上記②に特に力点を置く研究である。20 世紀前半の

ペルシア湾における奴隷制・奴隷交易の実態を奴隷解放調書に現れる奴隷の証言を用い、奴

隷制の実態及び彼らの行動体系を全体的に、かつ具体的に解明する方法論の確立を目指し

た。 

 

３．研究の方法 

 研究の方法としては、英国図書館や英国立公文書館、さらにはインド・マハーラーシュト

ラ州立文書館をはじめとする各文書館に残されている奴隷解放調書を収集し、それらを構

造主義民話学の形態学的手法を応用することで、複数の証言を同一の基準で分解し、それを

データベース化することで、量的分析に耐えうるデータベースを構築する。 

 

４．研究成果 

 最終的に 3000 を超える奴隷解放調書を収集し、それらを構造主義民話学の形態学的手法

を応用して作成したデータベースを作成した。この研究の開始後、カタル・デジタル・ライ

ブラリーの公開などによって、この分野に関する注目が国際的に急激に高まった。この状況

を鑑み、データベースは非公開にしてある。その成果は “Bonded labour in the first half of the 



20th century Persian Gulf: A quantitative approach”と題して、ENS de Lyon - Institut d’Asie 

orientale-IAOで 2019 年 2月に開催された Colloque international "Capture, Bondage, and Forced 

Relocation in Asia (1400-1900)"、京都精華大学で 2019年 5月に開催された第 56回日本アフ

リカ学会研究大会において“African Diaspora in the 20th Century Persian Gulf: Preliminary 

Observations with Slave Narratives”で報告を行った。現在、それらに基づく論文を執筆してい

る。また、関連する論文を 4本刊行した。 
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